
０．【はじめに】 

私たちは、大学３年次のゼミナールで年金の勉強を始めた。 

勉強をはじめる前は、グループメンバー４人全員が、年金に対してマイナスのイメージを持

っていた。具体的には、年金制度は崩壊する、年金はもらえないなどだ。 

しかし、勉強をしていく中で、年金に対してのイメージは間違いであることに気づいた。 

そこから、年金のイメージはプラスの方向へと変化していった。 

その理由は３つある。 

① これまで持っていた年金の知識が不十分であったため。 

② 正しい年金の情報を調べる方法を知らなかったため。 

③ 高校生まで年金を勉強する機会が少なかったため。 

この経験を踏まえて、私たちの周囲の学生も同じような考えを持っているのではないかと

感じたため、帝京大学の学生たちの年金に対する意識を調べ、アプローチしたいと思った。 

 

1．【問題意識】 

周りの学生も以前の私たちと同じように、昨今の老後資産に対する不信という話題から

年金に対して、興味・関心を持ちながらもそれを超える不安を抱えているのでは？ 

私たちは話し合って以下の予想を得た。 

① 現在行っている広報と若年層の伝わる広報のミスマッチ。 

② ２０歳(国民年金加入義務)を迎える前に年金教育の機会が少ない。 

これらを裏付けるため、帝京大学経済学部生約５００人を対象に年金の意識調査のアンケ

ートを実施した。（『資料集』フォルダ内『アンケート・本文』参照。） 

 

２．【現状分析 (現状把握)】 

 

(１) 帝京大学における「年金教育」 

 

① ２年次：リスクと保険(社会保険の基礎知識、リスクの考え方) 

② ２年次：暮らしの経済学(ライフプランの基礎、資産形成の知識、ideco、NISA)) 

③ ３年次：社会保険論(公的年金、私的年金の詳細を学ぶ) 

④ ３年次：演習(企業年金、確定拠出年金を深く掘り下げる) 

 

 

 

 

 

 



(２) 卒業時の「社会人教育」、卒業生対象の「知っとくセミナー」を開催している。 

 

 

３．【予測】 

＊学生と年金との距離はどのようなものか？ 

（あまり自分のこととして捉えられていないのでは？） 

 

(１) 帝京大生が年金情報を得る手段 

 

(２) 帝京大生の年金に対する興味 

 

(３) 帝京大生の年金に対する学習意欲 

 

４．【アクションの計画】 

 

(１) 帝京大学の１～３年次授業で、年金への意識をアンケート調査する。 

 

(２) アンケートを分析し、若年層の年金に対する意識を把握する。 

 

(３) 結果分析から、有効な年金知識の周知手段を考え、提言する。 

 

５．【アンケート】 

『資料集』フォルダ内『アンケート・本文』参照。 

 

６．【アンケート結果の集計と分析】 

（『資料集』フォルダ内『アンケート・集計結果』・『アンケート・分析』参照。） 

 

７．【分析から得られる知見】 

まず、このアンケート上で年金について「年金について知る機会・環境が必要である」と

答えている学生が 84％いるのに「自ら学んだことが無い」と回答した学生が 58.47％いる。

このことは、「学生は受動的な学習機会を求めている」のではないか？ 



 

また、年金についての情報を目にする機会の多くが「テレビ」や「Twitter」などのメディア

であり、自主的に調べる手段の中では「インターネット」が多数派であった。 

つまるところ、学生はアクセスが容易で集約された知識を欲しているのではないか？ 

 

これらの点から、「学生に有効なアプローチ手段」を考えると 

 

・年金についての知識を持つ側から情報を発信する 

加えて 

・パンフレットやポスターなどから一歩進んで 

手軽に、要点のまとまった知識・情報へのアクセスを可能にすること 

 

以上の 2 点が肝要ではないだろうか 

 

それと、学生納付特例が学生の無年金状態を防ぐためにあるはずなのに、20 歳以降から年

金について学び始めるのは遅い。かといって早すぎれば理解ができないし、大学入りたての

ころに働きかけることが有効だと考えた。 

 

８．【今後の行動への提言】 

帝京大学：先述の知見より「年金ポータル」「年金ネット」へのＱＲコードを載せたパンフ

レットを作成し、配布。（「帝京大学 パンフレット」を参照。） 

 

入学時や 2 年進級時といった節目の時期に年金に関する勉強会を開く。 

 

大学 1，2 年生を主な対象として年金についての講義を新しく開講する。 

 

厚生労働省：２０歳を向かえた学生に郵送される年金申込み書類に「成人おめでとう」と目

を引く形で大きく書き込むのはどうでしょうか？（提案例として「帝京大学 

パンフレット」の表紙を参照。） 

 

他大学でも似たようなアンケートの実施をしてみると面白いと思います。 

厚生労働省主導で実施してみるのはいかがでしょうか？ 

 

新社会人への年金意識調査を実施。高校卒業と同時に働きだす人へのフォロ

ーや新社会人への意識調査を兼ねて、新社会人に向けてアンケートを実施する

のはいかがでしょう。 



 

上記のような調査が新たな年金広報の手段を模索する手掛かりとなるのではない

かと考えています。 

 

9．【今後、実施する調査への提言】 

今回のアンケートでは統計的な誤差を考えると年金について学んだか学んでいないかと

いう区分は年金に対する不安との関連性を見いだせなかった。 

 

これは、年金に対する学習状況の深度の差であると思われる。 

今回のアンケート対象学生の大半は年金の一般的な受給金額を把握していない学生であり、

本アンケートに「年金を学んだ」と回答していてもその知識の内容については疑問が残る。 

ので、年金に対する知識がどれほどあるかの調査もできれば面白いと思う。 

  

今回は比較的、年金に対して身近と思われる経済学部系授業限定のアンケートであった

が法学部、文学部、教育学部、社会学部、理工学部、医学部などの学部で実施しても面白い

結果が出ると思う。 

 

また、今回は帝京大学生限定であったが、新社会人に対して「あなた自身の年金受給額の

概算を把握していますか？」などの設問ができれば何か参考になる結果が得られるかもし

れない。 

 

今後、こうした調査を行うことで新しい視点で広報を行うことができるようになるのでは

ないだろうか？ 

10．【感じたこと】 

案外、年金に関する関心と、勉強意欲が高いのに驚いた。分析にも乗せたが、もっともっ

とやりたいことがわいてくるので、また機会があればこのような調査分析をしてみたいと

思います。（森田） 

 

年金の広報を考える中で、若者の年金の意識が予想していたよりも、高かったことに驚い

た。 

学生に向けて年金を広報することを考えることで、年金についての自分たちの意識もプラ

スの方向へ変わることできた。より深く、年金について考えるきっかけになった。（市原） 

 

年金について考えるいい機会になった。アンケートを実施してみて、年金に不安を感じて

いる人が多いのが目に見えて分かった。しかし、実際は年金について、意識が高いという現

状がとても面白い結果になったと思った。年金と聞くとマイナスのイメージが浮かぶが、学



んでいくうちにプラスの方向にイメージが変化した。社会に出る前にここまで年金につい

て学んだのはとても有意義な時間を過ごしたと思う。（米沢） 

 

年金を知るタイミング・きっかけ探しからし始めた、着目したところが「成人」でした。

その時、送付されてくる学特は、「成人をして喜ばしいことなのに、どこかかたいなあ。」と

ふと思ったことがきっかけで、私たちはこのパンフレット作成をした。「どうしたら学生に

もっとわかりやすく伝えられるだろう」と考えながらの取り組みは大変難しいものではあ

りましたが、深く考えることが今までなかったので、充実した貴重な経験ができたと実感し

ている。今後もゼミの中で仲間と議論し、様々な視点で考えていきたいと思う。（後藤） 



帝京大学内、年金アンケート資料集

上田憲一朗ゼミ

市原 豪士

森田 章夫

米澤 大乃

後藤 奈々



年金に対する意識調査

• 7割近い学生が年金へ不安を
抱いている。

• 自分が年金についてどう思っ
ているか分からない学生が2
割近くいる。
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はい いいえ 分からない 未回答

年金に対する不安はありますか？



学生の年金給付に対する肌感覚の調査

• 本アンケートでは年金の定義
を「65歳以上で受け取れる」
金額として定義しているので
国民年金、厚生年金、企業年
金、個人年金いずれに対する
意識なのかは判別できない。

• 学生の肌感覚、根拠のないぼ
んやりとした想像、程度に捉
えたい。

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

はい いいえ 分からない 興味がない

年金だけで老後の生活を送れると思いますか？



年金に対する関心①

• これは、「経済学部」で開講
されている講義限定でのアン
ケートによるところが大きい
のではないか。

• 今後は文学部、教育学部、社
会学部、理工学部、医学部な
どのでも実施してみたい。あ
くまで予想だが、結果は興味
深いものになると思う。0
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大学の授業で、年金について学習したことがありますか？



年金に対する関心②

• 対象の約85％ほどの学生が年金
について年金についての知識を
欲していた。
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現状の年金制度について知ることができる機会・環境が必要だと思いますか？
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学生納付特例制度の認知度

• 未成年の学生を対象から外し
たため対象は409人

• 申し込んでいない学生+不明
な学生が過半数。

• 知名度が低いのか、親に頼ん
でいるのか、あえて追納でな
く払っているのか、考察の余
地が残る結果となった。

学生納付特例は申請していますか？(未成年の学生は解答不要です)



学生の年金知識に対する調査

• おおむね予想通りの結果と
なった。

• 本アンケート対象の学生のほ
とんどは年金給付額が大体ど
れほどもらえるのか把握して
いない。
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年金の現在のモデルケースにおける支給額を知っていますか？



最近、年金という言葉を
見たり聞いたりしたのはどこですか？

テレビ, 406

SNS, 120

新聞, 90

見たり聞いたりしていない, 50

保険のチラシ, 34 本, 22 その他, 23



最近、年金という言葉を
見たり聞いたりしたのはどこですか？

Twitter, 107

Instagram, 8

Facebook, 3
News Pics, 1

LINEニュー

ス, 1

SNS,120 うちわけ

授業, 8

親・家族, 5インターネット, 5

Youtube , 3

友人・知人, 

2

その他,23 うちわけ

前スライド、SNS,その他のそれぞれのうちわけ



学生の年金に関する自主学習について

自ら学んだことはない, 314

インターネット, 120

テレビ, 56

本, 19

新聞, 23

授業, 46 保険のチラシ, 9 未回答, 9
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アンケート記入用紙 
 

このアンケートは厚生労働省が実施する「令和の年金広報コンテスト」発表作品への利用を目的として、ご協力をお願い

申し上げるものです。成績などには一切関係ありませんので、ありのままのお考えで、ご回答をお願いいたします。  

＊なお、ご協力いただきましたご回答は、本件コンテストや関連する研究のみに利用し、他の目的には使用しません。  

◆以下の設問の当てはまるものに〇をつけてください。  

※『年金』とは『満 6 5 歳以上で受け取れる』を想定しています。  

1-1 年金に対する不安はありますか？ 

 
        はい  ・  いいえ  ・  分からない 

  
1-2 年金だけで、老後の生活を送れると思いますか？ 

 
        はい  ・  いいえ  ・  分からない  ・  興味がない 

 
2-1  大学の授業で、年金について学習したことがありますか？ 

     
 はい  ・  いいえ 

  
2-2  最近、年金という言葉を見たり聞いたりしたのはどこですか？ 

  
 見たり聞いたりしていない  ・ テレビ ・ 本 ・  新聞  ・  保険のチラシ   

 
 
SNS [  twitter  ・  Instagram  ・  Facebook  ・  その他（           ）  ] 

 
2-3  自分から能動的に年金について学習したことはありますか？ 

      また、差し支えなければその際に利用した手段をお答えください。  

 ｛自分から学んだことはない ・ インターネット ・ テレビ ・ 本  ・ 新聞 ・ 授業 ・ 保険のチラシ  ｝ 

 
2-4  現状の年金制度について知ることができる機会・環境が必要だと思いますか？ 

はい  ・  いいえ  ・  興味がない  

 
3-1  学生納付特例は申請していますか？（未成年の学生は解答不要です） 

 
 はい  ・  いいえ  ・  分からない 

4-1  年金の現在のモデルケースにおける支給額を知っていますか？ 

         はい  ・  いいえ  ・  分からない 

4-2  将来（自身が支給される際）の年金の支給額はいくらぐらいあれば十分だと思いますか？ 

    （物価の変動は考慮せず、現在の貨幣価値でお答えください。） 

      
月々（                  ）円ほど 

 
5-1 その他、年金について意見があればご自由に記入してください。 
 

 

 

 

 

 

最後に、差し支えなければ、学部や年齢などについて、ご記入をお願い申し上げます。（任意回答です。） 

 

男 ・ 女    年齢（      ）歳       （               ）学部    

 

 


